
おります。

ワクチン（キャッチアップ接種）公費補助は今年度で終了になりますので是非とも受けてほしい

ものです。海外では男女ともにHPVワクチン接種によって子宮頸がん罹患数の低下に成功してい

る国があります。日本はだいぶ遅れをとっており残念です。 

　日本の生産年齢人口が減少する超高齢化社会において、若い女性が元気に働き、お金のかから

ない安心安全な妊娠分娩、そして若い夫婦が共に育児を楽しくできる社会を応援したいと思って

　渕野辺総合病院産婦人科は釼持稔部長、飯野譲二先生と3人体制となりました。妊娠分娩から

婦人腫瘍、そしてご高齢の不正出血に至るまで　幅広く対応できると思っておりますので、今後

ともよろしくお願いいたします。

　　　釼持部長　　　　村上医師　　　　 飯野医師
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検診と予防ワクチン（HPVワクチン）が特に重要となります。現在子宮がん

検診は2年毎の細胞診ですが、欧米では5年毎のHPV検査による子宮がん検診が標準となってお

新入職医師のご紹介

　２０２４年４月より渕野辺総合病院産婦人科に入職しました　村上 優  と

          産婦人科　村上 優

　近年30歳代の若い子宮頚部がん患者が多くなってきており、その対策には

申します。

　私は東海大学医学部卒業後、東海大学病院、静岡県立総合病院、東海大学

大磯病院、総合相模更生病院と勤務し、子宮がん検診異常の精査治療や婦人

科腫瘍を主に担当して来ました。

ります。相模原市でも今年からHPV検査による検診の導入を検討しておりますが、若年女性の

検診受診率の低いことが問題となっております。子宮頸がんに対するHPV予防ワクチンも中高

生に公費で実施されております。相模原市から個別に接種通知されておりますが未だ十分に理解

されておらず普及したとは言い難い現状です。高校生の時に予防ワクチンをしなかった女性への
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